
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の基本的な考え方 

 

栗東駅周辺は、便利さと静けさが調和し、地域住民を中心に市民が

買物を楽しみ、人との触れ合いや文化の薫りに感動する場です。 

そのにぎわいは、落ち着きのある暮らしやすい居住環境と調和しつ

つ、たくさんの人が魅力と期待を持って出歩いているにぎわいです。 

 

●重要課題への対応を最優先：栗東駅のバリアフリ

ー化 

●商工振興ビジョンに基づくロードマップの策定 

⇒ 施策展開 

●栗東駅周辺地区地区計画の見直し必要性の検討 

 

 

栗東駅周辺のまちづくり 

●市民意向調査の結果を踏まえ、必要に応じて栗東駅周辺のグラン

ドデザインを再検討 

・バスの回転場、駐車場等を含む駅東側広場全体の再整備の必要

性・可能性を検討 

・駅西口等を含めた栗東駅周辺の都市基盤の再編、拠点形成の必

要性・可能性を検討 

 

 総合計画（基本構想）、都市計画マス

タープランの改訂、議会の議決が必要 

●市民意向調査の結果を踏まえ、さらに財政健全化等を総合的に 

勘案しながら、栗東駅東口公共用地の利活用の方策を決定 

《表-２ 想定される市民の意向と対応の考え方》 

施設建設等の意向

が大きい場合 

・表-１のシナリオ③を基本に、極力、市

の財政負担が小さくなる手法を検討。 

オープンスペースと

しての活用の意向

が大きい場合 

・表-１のシナリオ④を基本に、利用者で

ある市民等の意向を踏まえて使い勝手

の充実につながる仕組みの改善や改修

整備などを進める。 

 

基

本

的

な
考

え
方

 

住民主体のまちづくりのより一層の促進 

・「栗東市市民参画と協働によるまちづくり推進条例」に基づき 

“人と人とのつながりを大切にし、様々な人が行きかい、ふれ

あい、安心して暮らせるまちを、知恵を出し合い、力をあわせ

て自分たちで築きあげ、活力あるまちを目指し” 栗東駅周辺

にふさわしい文化的、民主的なまちづくりを促進します。 

連
携 

 

資料１ 

栗東駅東口公共用地は、市民共有の貴重な資産であり、その利活用方策が栗東駅周辺のまちづくりに大きな影響を及ぼします。 

これまでの栗東駅周辺のまちづくりの経緯や成果、地域住民、事業者、駅利用者の意向を踏まえながら、栗東駅東口公共用地の利活

用を積極的に促進し、市民等の交流によるにぎわいを創出します。 

 

 

 

また、中長期的な施策として駅東口の交通広場（２つのロータリー等）と合わせた一体的 な再編の可能性を探求するなど、様々な

観点から総合的に検討します。 

◆栗東駅東口公共用地の利活用 

市民、事業者等が主体となった様々なイベント等の交流事業の実施やプランター等による花と緑の景観創出、栗東

駅のバリアフリー化など利便性の向上に取り組み、栗東駅前に賑わいと彩りを創出します。 

短期的 

取り組み 

◆栗東駅周辺のまちづくりの方向性 

 まちづくりの方向性に基づく施策展開 

 

《表-１ 栗東駅東口公共用地の利活用シナリオとメリット・デメリット》 

①民間への用地売却 

②市が大規模な投資

を行い民間事業者
が運営 

③市が土地を保有した

まま民間事業者が開
発、運営 

④市民の交流による賑

わい創出に必要な整
備 

⑤現状維持 

○民間の創意工夫と資

金を活用することが

できる。 

○開発の条件を付加す

ることにより、まちづ

くりの方向性に合致

した開発を誘導でき

る。 

△行政財産から普通財

産への変更手続きが

必要。 

×起債により買収した

金額と現在の評価額

に大きな差があり、ま

た、起債の償却が済ん

でいない状況にあり、

売却は非常に難しい。 

○市が主体となること

により、まちづくりの

方向性に合致した開

発が可能。 

×公共事業となるため

民間開発よりもコス

ト高となりテナント

賃料も割高となるな

ど採算面で不利。 

×核テナント撤退の場

合、賃料収入だけでな

く税収も失う。 

×現在、財政再建途上に

あり、巨額の投資を行

うことは困難。 

○民間の創意工夫と資金

を活用することができ

る。 

○開発の条件を付加する

ことにより、まちづく

りの方向性に合致した

開発を誘導できる。 

×事例調査から整理する

と以下の２つの条件が

必要であり、栗東駅東

口公共用地では非常に

困難。 

ア）大都市中心部やターミナル

駅、大学が立地する等で乗

降客が多いこと 

イ）一定の敷地規模を確保して

機能を集積、集客力・求心

力を高めること 

○市が主体となることに

より、まちづくりの方

向性に合致した整備が

可能。 

○財政規律に配慮しなが

ら必要な整備を行い交

流の活発化、賑わいを

創出。 

△賃料、税収等財政面で

の直接的な効果は望め

ない。 

○市民との協働により、

維持運営への財政支出

を抑えることが可能。 

△整備効果を発揮させる

ためには、市民の主体

的な参画、協働が必要。 

×賑わいの創出が困

難。 

×市民共有の貴重な

公共用地が利活用

されない。 

○新たな財政支出が

不要。 

 
※上記ア）、イ）を満たさない事例では、行政による

支援（財政支出）が恒常的になっており、栗東駅

周辺においては、ウイングプラザに空きテナント

が発生し、公共公益機能が入居している状況で、

新たな財政負担のリスクを負うことは困難。 

◆栗東駅周辺のまちづくりの方向性 

 

◆栗東駅東口公共用地の利活用 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
栗
東
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
及
び
、 

栗
東
駅
東
口
公
共
用
地
の
利
活
用
方
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
向
を
確
認 


